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 分 子 内 に ベ ン ゼ ン 環 を 含 む 有 機 化 合 物 は 芳 香 族 化 合 物 と 総 称 さ れ て お り 、 石 炭

や 石 油 な ど の 化 石 燃 料 中 に 多 く 含 ま れ て い る 。 芳 香 族 化 合 物 か ら 得 ら れ る 各 種 の

誘 導 体 は 、 化 学 製 品 あ る い は 医 薬 品 の 原 料 と し て 重 要 で あ り 、 そ の 合 成 （ 化 学 的

変 換 ） に は 有 機 化 学 的 方 法 が 用 い ら れ る こ と が 多 い 。 し か し 、 従 来 の 有 機 合 成 プ

ロ セ ス で は 高 温 高 圧 条 件 下 で の 反 応 が 利 用 さ れ る こ と が 多 く 、 目 的 物 質 へ の 選 択

的 な 変 換 が 困 難 で あ る た め 廃 熱 や 不 要 な 副 生 成 物 の 発 生 と い っ た 環 境 へ の 負 荷 が

大 き な 問 題 と な っ て い る 。  

一 方 、 酵 素 や 微 生 物 を 生 体 触 媒 と し て 利 用 し た 芳 香 族 化 合 物 の 変 換 は 、 常 温 常

圧 条 件 下 で 目 的 物 質 へ の 選 択 的 な 変 換 が 可 能 で あ る こ と か ら 、 環 境 調 和 型 の 新 規

な 方 法 と し て 重 要 視 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 従 来 の 有 機 合 成 プ ロ セ ス に 代 替 可 能

な 方 法 と し て 、 酵 素 に よ る 芳 香 族 化 合 物 の 変 換 に よ り 新 規 な 有 用 物 質 の 生 産 方 法

を 構 築 す る こ と は 極 め て 重 要 で あ る 。 ま た 、 芳 香 族 化 合 物 の 混 合 物 か ら 不 要 な 成

分 を 酵 素 を 利 用 し て 選 択 的 に 除 去 す る 方 法 を 構 築 す る こ と も 極 め て 重 要 で あ る 。

こ れ ら の 実 現 に よ っ て 環 境 調 和 型 か つ 効 率 的 な 芳 香 族 化 合 物 変 換 プ ロ セ ス の 新 展

開 が 期 待 で き る 。  

本 論 文 で は 、 環 境 調 和 型 な 芳 香 族 化 合 物 の 微 生 物 変 換 プ ロ セ ス の 構 築 を 目 的 と

し た 研 究 を 行 い 、 そ の 成 果 を ま と め た 。 す な わ ち 、 新 規 な 芳 香 族 化 合 物 変 換 酵 素

を 発 見 し 諸 性 質 を 明 ら か に す る と と も に 、 遺 伝 子 ク ロ ー ニ ン グ お よ び 機 能 解 析 を

行 っ た 。 ま た 、 遺 伝 子 工 学 的 手 法 に よ り 各 種 遺 伝 子 を 高 発 現 さ せ た 微 生 物 細 胞 を

生 体 触 媒 と し て 利 用 す る こ と に よ っ て 新 規 な 微 生 物 変 換 プ ロ セ ス を 構 築 し た 。 具

体 的 に は 、石 油 中 に は 多 く の 芳 香 族 硫 黄 化 合 物 と く に ジ ベ ン ゾ チ オ フ ェ ン（ D B T）

類 が 含 ま れ て お り 、エ ネ ル ギ ー と し て 燃 焼 す る こ と で 硫 黄 酸 化 物 を 生 成 す る た め 、

酸 性 雨 や 大 気 汚 染 の 原 因 と な っ て い る 。そ こ で 、D B T 脱 硫 活 性 の 向 上 を 目 的 と し

て 、好 熱 性 脱 硫 細 菌 由 来 の D B T 脱 硫 酵 素 遺 伝 子 を ク ロ ー ニ ン グ す る と と も に 、好

熱 性 脱 硫 細 菌 の 細 胞 内 に お け る 当 該 遺 伝 子 の コ ピ ー 数 を 増 大 さ せ た 組 換 え 体 を 作

製 し D B T 脱 硫 能 力 を 評 価 し た 。一 方 、γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸 お よ び サ リ チ ル 酸 は 、染

料 、 香 料 、 医 薬 品 原 料 な ど 多 方 面 で 利 用 さ れ て い る が 、 従 来 の 有 機 合 成 プ ロ セ ス

で は 高 温 高 圧 を 必 要 と す る Ko l b e - S ch mi t t 法 に よ っ て 生 産 さ れ て お り 、 環 境 へ の

負 荷 が 大 き い 。 そ こ で 、 γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸 と サ リ チ ル 酸 に つ い て の 新 規 な 代 謝 経

路 を 有 す る 微 生 物 を 取 得 す る と と も に 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 新 規 な 可 逆 的 脱 炭 酸

酵 素 の 存 在 を 明 ら か に し た 。 さ ら に 、 こ れ ら の 酵 素 を コ ー ド す る 遺 伝 子 に つ い て

大 腸 菌 に お け る 高 発 現 を 可 能 と し て 、 当 該 酵 素 の 新 規 性 を 遺 伝 子 レ ベ ル で 解 明 し

た 。 ま た 、 当 該 酵 素 遺 伝 子 を 高 発 現 さ せ た 組 換 え 大 腸 菌 を 利 用 し 、 レ ゾ ル シ ノ ー

ル か ら の γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸 と フ ェ ノ ー ル か ら の サ リ チ ル 酸 の 選 択 的 生 産 に 応 用 し

た 。  

 本 論 文 は 9 章 よ り 構 成 さ れ て い る 。  

 第 1 章 で は 、 芳 香 族 化 合 物 の 微 生 物 変 換 に つ い て 概 説 し た 。 芳 香 族 化 合 物 の 微
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生 物 変 換 と 芳 香 族 化 合 物 変 換 酵 素 の 報 告 例 に つ い て ま と め 、 芳 香 族 化 合 物 に 関 す

る 微 生 物 変 換 を 従 来 の 有 機 合 成 法 や 金 属 触 媒 を 用 い た 反 応 と 比 較 し 、 そ の 特 徴 に

つ い て 述 べ た 。 こ れ ら を 背 景 と し て 、 本 研 究 の 意 義 と 目 的 を 明 ら か に し た 。  

 第 2 章 で は 、 本 研 究 で 用 い た 主 な 実 験 方 法 に つ い て 説 明 し た 。 す な わ ち 、 各 種

微 生 物 の 培 養 方 法 、 芳 香 族 化 合 物 の 微 生 物 変 換 に 関 す る 方 法 、 酵 素 の 分 析 方 法 、

遺 伝 子 工 学 的 手 法 、 な ら び に 代 謝 産 物 の 分 析 方 法 な ど に つ い て 述 べ た 。  

第 3 章 で は 、新 規 な 好 熱 性 D B T 脱 硫 細 菌 M y c o b a c t e r i u m  p h l e i  W U - F 1 由 来 の D B T

脱 硫 酵 素 遺 伝 子 を ク ロ ー ニ ン グ し 、 そ の 機 能 を 解 析 し た 。 プ ラ ー ク ハ イ ブ リ ダ イ

ゼ ー シ ョ ン 法 に よ り 、M .  p h l e i  W U - F 1 か ら D B T 脱 硫 酵 素 遺 伝 子 を ク ロ ー ニ ン グ し

た 。さ ら に 、C U G A シ ー ケ ン ス 法 に よ り 当 該 遺 伝 子 の 上 流 領 域 2  k b お よ び 下 流 領

域 1  k b の 塩 基 配 列 を 決 定 し た 。 D B T 脱 硫 に 関 わ る D N A の 塩 基 配 列 を 解 析 し 、

B a c i l l u s  s u b t i l i s  W U - S 2 B 由 来 の D B T 脱 硫 酵 素 遺 伝 子 （ b d s A B C） と 比 較 し た と こ

ろ 、 両 株 は 属 種 が 異 な り 系 統 的 に 離 れ て い る に も 関 わ ら ず 、 塩 基 配 列 は 同 一 で あ

っ た 。 以 上 の 結 果 は 、 脱 硫 遺 伝 子 群 b d s A B C が 進 化 系 統 学 的 に 遠 距 離 に 位 置 す る

菌 種 に ま で 水 平 伝 達 さ れ た 可 能 性 を 示 唆 し た 。  

第 4 章 で は 、M .  p h l e i  W U - F 1 の 遺 伝 子 組 換 え に よ る D B T 脱 硫 能 力 の 強 化 に つ い

て 検 討 し た 。 M y c o b a c t e r i u m  p h l e i - E s c h e r i ch i a  co l i シ ャ ト ル ベ ク タ ー を 作 製 し 、

W U - F 1 の 宿 主 ‐ ベ ク タ ー 系 を 構 築 し た 。 b d s A B C と D B T の 酸 化 反 応 に 関 与 す る フ

ラ ビ ン レ ダ ク タ ー ゼ 遺 伝 子（ f r m）を シ ャ ト ル ベ ク タ ー に 連 結 し 、 M .  p h l e i  W U - F 1

の 細 胞 内 に 導 入 す る こ と に よ り 、 当 該 遺 伝 子 の コ ピ ー 数 を 増 大 さ せ た 組 換 え 体

M .  p h l e i  W U - F 1 / p U A L S A B C D を 作 製 し た 。 さ ら に 、 M .  p h l e i  W U - F 1 / p U A L S A B C D

を 用 い た 休 止 菌 体 反 応 に よ る D B T 脱 硫 を 検 討 し 、 野 生 株 の M .  p h l e i  W U - F 1 と 比

較 し て 4 5℃ に お け る D B T 脱 硫 活 性 が 約 2 倍 （ 0 . 6 7  n mo l / mi n / mg - d r y - c e l l - w e i g h t）

に 向 上 し た こ と を 示 し た 。  

第 5 章 で は 、 レ ゾ ル シ ノ ー ル か ら γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸 を 合 成 す る 能 力 を 示 す 新 規

酵 素 を 発 見 し 、 そ の 解 析 を 目 的 と し て 、 R h i z o b i u m  ra d i o b a c t e r  W U - 0 1 0 8 由 来 の 可

逆 的 γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸 脱 炭 酸 酵 素 （ R d c） を コ ー ド す る 遺 伝 子 （ rd c） を ク ロ ー ニ

ン グ し 機 能 を 解 析 し た 。 γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸 を 唯 一 の 炭 素 源 と し て 増 殖 可 能 な 微 生

物 と し て R .  ra d i o b a c t e r  W U - 0 1 0 8 を 取 得 し た 。 W U - 0 1 0 8 の 休 止 菌 体 は レ ゾ ル シ ノ

ー ル を カ ル ボ キ シ ル 化 し て 、選 択 的 に γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸 を 合 成 す る 能 力 を 示 し た 。

当 該 反 応 に 関 与 す る 酵 素 と し て R d c を 精 製 し 、酵 素 的 諸 性 質 を 検 討 し た 。R d c は 、

従 来 の 脱 炭 酸 酵 素 と は 異 な り 補 酵 素 や AT P 等 を 必 要 と せ ず 、酸 素 存 在 下 で も 反 応

が 進 行 す る 実 用 性 に 優 れ た 能 力 を 有 す る こ と を 明 ら か に し た 。精 製 酵 素 の N 末 端

ア ミ ノ 酸 配 列 を 基 に 作 成 し た プ ロ ー ブ を 用 い て 、 W U - 0 1 0 8 の 部 分 D N A ラ イ ブ ラ

リ ー か ら 目 的 の 遺 伝 子 （ rd c） を ク ロ ー ニ ン グ し た 。 rd c は 、 3 2 7 個 の ア ミ ノ 酸 残

基 か ら 成 る 3 7 . 4  k D a の タ ン パ ク 質 を コ ー ド し て お り 、従 来 の 脱 炭 酸 酵 素 と は 相 同

性 が 低 く 、新 規 な 酵 素 で あ る こ と を ア ミ ノ 酸 配 列 か ら 明 ら か に し た 。さ ら に 、 rd c
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へ の 部 位 特 異 的 変 異 導 入 に よ り 、 R d c に お い て は 1 6 4 番 目 と 2 1 8 番 目 の H i s 残 基

が 活 性 に 関 与 し て い る こ と を 明 ら か に し た 。  

第 6 章 で は 、 rd c を 高 発 現 さ せ た 組 換 え 大 腸 菌 細 胞 を 利 用 し た γ ‐ レ ゾ ル シ ン

酸 生 産 に つ い て 検 討 し た 。 p E T ベ ク タ ー を 利 用 し て rd c を 高 発 現 さ せ た 組 換 え 大

腸 菌 E .  co l i  B L 2 1  ( D E 3 ) / p E N S 1 0 を 作 製 し た 。無 細 胞 抽 出 液 を 用 い て レ ゾ ル シ ノ ー

ル の カ ル ボ キ シ ル 化 活 性 を 検 討 し た と こ ろ 、 組 換 え 大 腸 菌 E .  c o l i  B L 2 1  

( D E 3 ) / p E N S 1 0 に つ い て 比 活 性 は 0 . 9 3  U / m g で 、 原 株 W U - 0 1 0 8 の そ れ と 比 較 し て

約 3 . 6 倍 の カ ル ボ キ シ ル 化 活 性 を 示 し た 。 さ ら に 、 E .  c o l i  B L 2 1  ( D E 3 ) / p E N S 1 0 の

休 止 菌 体 反 応 を 利 用 し た レ ゾ ル シ ノ ー ル の 位 置 選 択 的 カ ル ボ キ シ ル 化 反 応 を 最 適

化 し た 。 反 応 は 、 E .  c o l i  B L 2 1  ( D E 3 ) / p E N S 1 0 の 細 胞 懸 濁 液 に レ ゾ ル シ ノ ー ル と 炭

酸 水 素 カ リ ウ ム を 混 合 し 、3 0℃ で 7 時 間 振 と う す る こ と に よ っ て 行 い 、8 . 8  mM の

γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸 を 2 0  m M の レ ゾ ル シ ノ ー ル か ら 最 大 収 率 4 4％ で 生 産 す る こ と

に 成 功 し た 。  

第 7 章 で は 、 フ ェ ノ ー ル か ら サ リ チ ル 酸 を 合 成 す る 能 力 を 示 す 新 規 酵 素 を 発 見

し 、 そ の 解 析 を 目 的 と し て 、 Tr i ch o s p o ro n  mo n i l i i f o r m e  W U - 0 4 0 1 由 来 の 可 逆 的 サ

リ チ ル 酸 脱 炭 酸 酵 素 （ S d c） を コ ー ド す る 遺 伝 子 （ sd c） を ク ロ ー ニ ン グ し 機 能 を

解 析 し た 。 サ リ チ ル 酸 を 唯 一 の 炭 素 源 と し て 増 殖 可 能 な 微 生 物 と し て T.  

m o n i l i i f o r m e  W U - 0 4 0 1 を 取 得 し た 。 W U - 0 4 0 1 の 休 止 菌 体 は フ ェ ノ ー ル を カ ル ボ キ

シ ル 化 し て 、 選 択 的 に サ リ チ ル 酸 を 合 成 す る 能 力 を 示 し た 。 当 該 反 応 に 関 与 す る

酵 素 と し て S d c を 精 製 し 、 酵 素 的 諸 性 質 を 検 討 し た 。 S d c は 、 R d c と 同 様 に 、 補

酵 素 や AT P 等 を 必 要 と せ ず 、酸 素 存 在 下 で も 反 応 が 進 行 す る 実 用 性 に 優 れ た 能 力

を 有 す る こ と を 明 ら か に し た 。 精 製 酵 素 の 内 部 ア ミ ノ 酸 配 列 を 基 に 作 成 し た プ ラ

イ マ ー を 用 い て 、 逆 転 写 P C R と 5 ` - R A C E お よ び 3 ` - R A C E 法 を 利 用 し て 目 的 の 遺

伝 子（ s d c）を ク ロ ー ニ ン グ し た 。s d c は 、3 4 9 個 の ア ミ ノ 酸 残 基 か ら 成 る 3 9 . 7  k D a

の タ ン パ ク 質 を コ ー ド し て お り 、 従 来 の 脱 炭 酸 酵 素 と は 相 同 性 が 低 く 、 新 規 な 酵

素 で あ る こ と を ア ミ ノ 酸 配 列 か ら 明 ら か に し た 。  

第 8 章 で は 、 s d c を 高 発 現 さ せ た 組 換 え 大 腸 菌 細 胞 を 利 用 し た サ リ チ ル 酸 生 産

に つ い て 検 討 し た 。 p E T ベ ク タ ー を 利 用 し て s d c を 高 発 現 さ せ た 組 換 え 大 腸 菌 E .  

c o l i  B L 2 1  ( D E 3 ) / p S D C を 作 製 し た 。 組 換 え 大 腸 菌 の 無 細 胞 抽 出 液 に は フ ェ ノ ー ル

の カ ル ボ キ シ ル 化 活 性 が 検 出 さ れ 、 選 択 的 な サ リ チ ル 酸 の 生 産 が 可 能 で あ っ た 。

さ ら に 、 E .  c o l i  B L 2 1  ( D E 3 ) / p S D C の 休 止 菌 体 反 応 を 利 用 し た フ ェ ノ ー ル の 位 置 選

択 的 カ ル ボ キ シ ル 化 反 応 を 最 適 化 し た 。  

第 9 章 で は 、 本 研 究 を 総 括 し た 。 本 研 究 成 果 に よ り 得 ら れ た 新 規 な 芳 香 族 化 合

物 変 換 酵 素 （ B d s A B C、 R d c、 S d c） を 利 用 し た 各 種 芳 香 族 化 合 物 に 対 す る 微 生 物

変 換 能 力 を 評 価 し 、 実 用 化 へ 向 け て さ ら に 解 決 す べ き 点 な ど に つ い て 述 べ た 。  
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研 究 業 績              
種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む）

1. 論文 

○（報文） 

 

 

 

 
○（報文） 

 

 
 
 
 

  （報文） 

 

 

 

 
  （報文） 

 

 

 

 

 
（報文） 

 

 

 

 
2. 講演 

 

 

 

 
1 .  R e g i o - s e l e c t i v e  a n d  E n zy m a t i c  P r o d u c t i o n  o f  γ - R e s o r cy l i c  A c i d  f r o m 
   R e s o r c i n o l  U s i n g  R e c o mb i n an t  E s c h e r i c h i a  co l i  C e l l s  E x p r e s s i n g  a  

 No v e l  D e c a r b o x y l a s e  G e n e ,   
B i o t e c h n o l .  L e t t . ,  （印 刷 中 ）  

Y.  I w a s a k i ,  K .  K i n o ,  H .  N i sh i d e  a n d  K .  K i r i mu r a .  
 
2 .  N o v e l  M e t a b o l i c  P a t h w ay  f o r  S a l i cy l a t e  D e g r a d a t i o n  i n  t h e  G e n u s  

 Tr i c h o s p o ro n ,   
F E M S  M i c ro b i o l .  L e t t . ,  （投 稿 中 ）  

Y.  I w a s a k i ,  H .  G u n j i ,  K .  K i n o  an d  K .  K i r i mu r a .  
 

 
3 .  G e n e  C l o n i n g  a n d  C h a r a c t e r i z a t i o n  o f  M y c o b a c t e r i u m  p h l e i  F l a v i n  

R e d u c t a s e  I n v o l v e d  i n  D i b e n z o t h i o p h e n e  D e s u l f u r i z a t i o n ,   
J .  B i o s c i .  B i o e n g . ,  Vo l .  9 9 ,  No .  6 ,  5 7 7 - 5 8 5 ,  O c t o b e r  2 0 0 5 .  
T.  F u r u y a ,  S .  Ta k a h a s h i ,  Y.  I w a s a k i ,  Y.  I s h i i ,  K .  K i n o ,  
a n d  K .  K i r i mu r a .  

 
4 .  R e v e r s i b l e  a n d  N o n o x i d a t i v e  γ - R e so r c y l i c  A c i d  D e c a r b o x y l a s e :  

C h a r a c t e r i z a t i o n  an d  G e n e  C l o n i n g  o f  a  N o v e l  E n z y me  C a t a l y z i n g  
C a r b o x y l a t i o n  o f  R e s o r s i n o l ,  1 , 3 - D i h y d r o x y b en z e n e ,   
f r o m R h i z o b i u m  r a d i o b a c t e r ,   
B i o c h e m .  B i o p h y s .  R e s .  C o m m u n . ,  Vo l .  3 2 4 ,  N o .  2 ,  6 11 - 6 2 0 ,   
A u g u s t  2 0 0 4 .  
Y.  I sh i i ,  Y.  N a r i ma t s u ,  Y.  I w a s a k i ,  N .  A r a i ,  K .  K i n o ,  an d  K .  K i r i mu r a .  

 
5 .  I d e n t i f i c a t i o n  a n d  F u n c t i o n a l  A n a l y s i s  o f  t h e  G e n e s  

E n c o d i n g  D i b e n z o t h i o p h e n e - d e s u l f u r i z i n g  E n zy m e s  f r o m 
T h e r mo p h i l i c  B a c t e r i a ,   
A p p l .  M i c ro b i o l .  B i o t e c h n o l . ,  Vo l .  6 5 ,  N o .  6 ,  7 0 3 - 7 1 3 ,  M ay  2 0 0 4 .  
K .  K i r i mu r a ,  K .  H a r a d a ,  H .  I w a s a w a ,  T.  Ta n ak a ,  Y.  I w a s a k i ,   
T.  F u r u y a ,  Y.  I sh i i ,  a n d  K .  K i n o .  

 

 

1 .  可 逆 的 脱 炭 酸 酵 素 遺 伝 子 （ rd c） を 高 発 現 し た 大 腸 菌 に よ る  
レ ゾ ル シ ノ ー ル か ら の 選 択 的 γ -レ ゾ ル シ ン 酸 生 産 、  
第 9 回 生 体 機 能 関 連 化 学 ・ バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 部 会 合 同 シ ン ポ ジ ウ

ム 、 京 都 （ 講 演 要 旨 集 p .  2 5 1）、 2 0 0 6 年 9 月 .  
岩 崎 勇 一 郎 、 石 井 義 孝 、 木 野 邦 器 、 桐 村 光 太 郎 .  

 
2 .  新 規 な 可 逆 的 サ リ チ ル 酸 脱 炭 酸 酵 素 の 精 製 と 遺 伝 子 ク ロ ー ニ ン グ 、

日 本 生 物 工 学 会 大 会 、 大 阪 （ 講 演 要 旨 集 p .  9 7）、 2 0 0 6 年 9 月 .  
若 山 瑠 美 子 、 郡 司 裕 朗 、 岩 崎 勇 一 郎 、 石 井 義 孝 、 木 野 邦 器 、  
桐 村 光 太 郎 .  
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研 究 業 績        

種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む）

2. 講演 3 .  微 生 物 変 換 に よ る フ ェ ノ ー ル か ら の サ リ チ ル 酸 の 選 択 的 合 成 、  
日 本 生 物 工 学 会 大 会 、 大 阪 （ 講 演 要 旨 集 p .  9 7）、 2 0 0 6 年 9 月 .  
郡 司 裕 朗 、 岩 崎 勇 一 郎 、 石 井 義 孝 、 木 野 邦 器 、 桐 村 光 太 郎 .  

 
4 .  E x p r e s s i o n  A n a l y s i s  o f  t h e  A l t e r n a t i v e  O x i d a s e  G e n e  ( a o x 1 )  b y  t h e   

Vi s u a l i z a t i o n  o f  E G F P F u s i o n  P r o t e i n  i n  C i t r i c  A c i d - p r o d u c i n g   
A sp e rg i l l u s  n i g e r ,  1 0 t h  I n t e r n a t i o n a l  S y mp o s i u m o n  t h e  G e n e t i c s  o f  
I n d u s t r i a l  M i c r o o rg a n i s ms ,  P r a g u e ,  C z e c h  R e p u b l i c  ( Ab s t r a c t  p .  1 5 3 ) ,  
J u n e  2 0 0 6 .  
T.  H a t t o r i ,  Y.  I w a s a k i ,  S .  O g a w a ,  K .  K i n o ,  a n d  K .  K i r i mu r a .  

 
5 .  可 逆 的 脱 炭 酸 酵 素 遺 伝 子 （ rd c） を 高 発 現 さ せ た 大 腸 菌 に よ る  

γ -レ ゾ ル シ ン 酸 の 選 択 的 高 生 産 、  
日 本 農 芸 化 学 会 大 会 、 京 都 （ 講 演 要 旨 集 p .  2 3 6）、 2 0 0 6 年 3 月 .  

岩 崎 勇 一 郎 、 石 井 義 孝 、 木 野 邦 器 、 桐 村 光 太 郎 .  
 

6 .  M o l e c u l a r  A n a l y s i s  o f  t h e  N o v e l  R e v e r s i b l e  γ - R e s o r cy l i c  A c i d  
D e c a r b o x y l a s e  G e n e  a n d  i t s  A p p l i c a t i o n   
t o  γ - R e s o r cy l i c  A c i d  P r o d u c t i o n ,   
I n t e r n a t i o n a l  C h e mi c a l  C o n g r e s s  o f  P a c i f i c  B a s i n  S o c i e t y,  H o n o l u l u ,  
U S A ( P r o g r a m n u m b e r  B I O L 0 3 3 9 ) ,  D e c e mb e r  2 0 0 5 .  

Y.  I w a s a k i ,  Y.  I sh i i ,  K .  K i n o ,  a n d  K .  K i r i mu r a .  
 
7 .  C h a r a c t e r i z a t i o n  o f  a  N o v e l  R ev e r s i b l e  γ - R e s o r c y l i c  A c i d  

D e c a r b o x y l a s e  C a t a l y z i n g  R e g i o - s e l e c t i v e  C a r b o x y l a t i o n  
o f  R e s o r c i n o l ,   

I n t e r n a t i o n a l  C h e mi c a l  C o n g r e s s  o f  P a c i f i c  B a s i n  S o c i e t y,  H o n o l u l u ,  
U S A ( P r o g r a m n u m b e r  B I O L 0 3 3 3 ) ,  D e c e mb e r  2 0 0 5 .  
Y.  I sh i i ,  Y.  I w a s a k i ,  K .  K i n o ,  a n d  K .  K i r i mu r a .  

 
8 .  C h a r a c t e r i z a t i o n  a n d  G e n e  C l o n i n g  o f  t h e  γ - R e s o r cy l i c  A c i d  
  D e c a r b o x y l a s e  f o r  Ap p l i c a t i o n  t o  S e l e c t i v e  P r o d u c t i o n  o f  γ - R e s o r cy l i c  
  A c i d ,  1 2 t h  E u r o p e a n  Co n g r e s s  o n  B i o t e c h n o l o g y,  Co p e n h a g en ,  D e n m a r k
  ( Ab s t r a c t  p .  1 0 1 ) ,  Au g u s t  2 0 0 5 .  

Y.  I w a s a k i ,  Y.  I sh i i ,  K .  K i n o ,  a n d  K .  K i r i mu r a .  
 

9 .  R h i zo b i u m  r a d i o b a c t e r  W U - 0 1 0 8 由 来 可 逆 的 γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸  
脱 炭 酸 酵 素 の 遺 伝 子 ク ロ ー ニ ン グ と 生 産 へ の 応 用 、  
日 本 農 芸 化 学 会 大 会 、 札 幌 （ 講 演 要 旨 集 p .  6 9）、 2 0 0 5 年 3 月 .  

岩 崎 勇 一 郎 、 石 井 義 孝 、 木 野 邦 器 、 桐 村 光 太 郎 .  
 
1 0 .新 規 な 可 逆 的 脱 炭 酸 酵 素 の 精 製 お よ び 遺 伝 子 解 析 と  

γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸 の 選 択 的 生 産 へ の 応 用 、  
日 本 化 学 会 大 会 、 神 奈 川 （ 講 演 番 号  2 F 1 - 0 8）、 2 0 0 5 年 3 月 .  

岩 崎 勇 一 郎 、 石 井 義 孝 、 木 野 邦 器 、 桐 村 光 太 郎 .  
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研 究 業 績        

種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む）

2. 講演 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 特許 

 

 

4. その他 

 

 

 

11 . R h i z o b i u m  r a d i o b a c t e r  W U - 0 1 0 8 由 来 の 可 逆 的 γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸  
脱 炭 酸 酵 素 遺 伝 子 の ク ロ ー ニ ン グ 、  
日 本 生 物 工 学 会 大 会 、 名 古 屋 （ 講 演 要 旨 集 p .  1 9 7）、 2 0 0 4 年 9 月 .  

岩 崎 勇 一 郎 、 石 井 義 孝 、 木 野 邦 器 、 桐 村 光 太 郎 .  
 
1 2 .  E n zy m a t i c  S y n t h e s i s  o f  γ - R e s o r cy l i c  A c i d  b y  R e g i o - s e l e c t i v e  

 C a r b o x y l a t i o n  o f  R e s o r c i n o l ,   
2 n d  I n t e r n a t i o n a l  C o n g r e s s  o n  B i o c a t a l y s i s ,   
H a m b u rg ,  G e r ma n y  ( A b s t r a c t  p .  1 4 3 ) ,  A u g u s t  2 0 0 4 .  
Y.  I sh i i ,  Y.  I w a s a k i ,  K .  K i n o ,  a n d  K .  K i r i mu r a .   
 

 
1 3 .  E n h a n c e me n t  o f  D i b e n z o t h i o p h en e - d e s u l f u r i z i n g  A c t i v i t y  b y  

G e n e t i c  E n g i n e e r i n g  o f  a  T h e r mo p h i l i c  D e s u l f u r i z i n g  B a c t e r i u m 
M y c o b a c t e r i u m  p h l e i  W U - F 1 ,   
2 n d  I n t e r n a t i o n a l  C o n g r e s s  o n  B i o c a t a l y s i s ,   
H a mb u rg ,  G e r ma n y  ( A b s t r a c t  p .  7 9 ) ,  A u g u s t  2 0 0 4 .  

Y.  I w a s a k i ,  T.  F u r u y a ,  Y.  I sh i i ,  K .  K i n o ,  a n d  K .  K i r i mu r a .  
 
1 4 .  C h a r a c t e r i z a t i o n  o f  M y c o b a c t e r i u m  p h l e i  W U - F 1  a s  a  B i o c a t a l y s t  
   A p p l i c a b l e  t o  T h e r mo p h i l i c  B i o d e su l f u r i z a t i o n  o f  L i g h t  G a s  O i l ,   

2 n d  I n t e r n a t i o n a l  C o n g r e s s  o n  B i o c a t a l y s i s ,   
H a m b u rg ,  G e r ma n y  ( A b s t r a c t  p .  2 6 2 ) ,  A u g u s t  2 0 0 4 .  
T.  F u r u y a ,  Y.  I sh i i ,  Y.  I w a s a k i ,  S .  K r i s h n an ,  K .  K i n o ,  a n d  K .  K i r i mu r a .

 
1 5 .  遺 伝 子 組 換 え を 利 用 し た 好 熱 性 ジ ベ ン ゾ チ オ フ ェ ン 脱 硫 細 菌  

M y c o b a c t e r i u m  p h l e i  W U - F 1 の 脱 硫 活 性 の 向 上 、  
日 本 農 芸 化 学 会 大 会 、 広 島 （ 講 演 要 旨 集 p .  4 1）、 2 0 0 4 年 3 月 .  

岩 崎 勇 一 郎 ， 古 屋 俊 樹 ， 石 井 義 孝 ， 木 野 邦 器 ， 桐 村 光 太 郎 .  
 

1 6 .  好 熱 性 ジ ベ ン ゾ チ オ フ ェ ン 脱 硫 細 菌 M y c o b a c t e r i u m  p h l e i  W U - F 1  
の 遺 伝 子 組 換 え に よ る 脱 硫 能 力 の 強 化 、  
日 本 生 物 工 学 会 大 会 、 熊 本 （ 講 演 要 旨 集 p .  2 0 4）、 2 0 0 3 年 9 月 .  

岩 崎 勇 一 郎 ， 古 屋 俊 樹 ， 石 井 義 孝 ， 木 野 邦 器 ， 桐 村 光 太 郎 .  
 
 
 な し  
 
 
1. （総説）廃 水 中 に 含 ま れ る 各 種 フ ェ ノ ー ル 類 の 微 生 物 変 換 、  

水 処 理 技 術 、 Vo l .  4 7、  N o .  9、3 9 7 - 4 0 2、 2 0 0 6 年 、  
岩 崎 勇 一 郎 、 石 井 義 孝 、 木 野 邦 器 、 桐 村 光 太 郎 .  

 

2. （受賞）新 規 な 可 逆 的 脱 炭 酸 酵 素 の 精 製 お よ び 遺 伝 子 解 析 と  

γ ‐ レ ゾ ル シ ン 酸 の 選 択 的 生 産 へ の 応 用 、 日 本 化 学 会 、  
第 8 5 春 季 年 会 学 生 講 演 賞 、 2 0 0 5 年 4 月 . 

  

 




